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「震災を契機として学校教育に望むもの」I 
フーテ・ィネーター 露の団六 （廷語家）

＂・ネリスト 地域 渡部 吉泰 （弁護士）

・父母 樫原 実 (PTA会長）

教師 池見宏子（小学校教諭）

門1月24日（土） PMl:00 4:00 
私学会館 (JR元町駅北5分）
主催 「市民教育講座」実行委員会

後援 神戸市教育委員会

被災地だよリ これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現湯から全国へ

h［第咋ー1998年 1月17日発行I
全教神戸市歓●員組合「絆編集係」

神戸市中央区下山手逼

4 • 13 ・ 9中尾ピル3F

TEL-078-391-7508 

FAJ.-078-391-8549 

〒振込口匝書号01170-7-29732
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あ自地震
なら域災

今 I---＿＿ 震如這年

た親・後
もで家 3
ごあ庭年
- l). 、
藉マ学学
にス校校
籍コそ教
りミれ青
合でぞに
い活れ‘
9 躍の震
仕中立災
んの場の
か落の教
゜謳看＂
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し： tでる
て ‘で
話し
し

よ
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。？

あれから 3年経ちました。今必要なのは、まだ立ち上がれない人への思い

やり、生きていることの大切さの再確認ではないでしょうか？そんなことを

思い起こさせてくれたのは、港島地域「子育てネットワーク」主吋で年末に

行われた「もり いさむコンサート」でした。大きな感動を下さったもりい

さむさんから寄せられたメッセージと、取り組みを通して感じた「支援Jの

あり方について報告します。 • 
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第3号・・記事のお知らa
＊ もりいさむさんからのメッCージ・． p1 

考えさCられた支握のあり方・• . p 3 ・ 6 

震災3周年特集・当時の子ピもたちは今 •.p4·5
仮設を訪問した子ピもたちからのお便I)•. p 7 
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.. 1日目は、 仮設訪問

昨年 12月、神戸市中央区のポー

トアイランド仮設ての交流 (6日）、

港島小営校て地域子育てネットワー

ク主催の震更復界コンサート (7日）

ては、とってもすてきな出会いをつ

くって頂き、本当にありがとうござ

＼、ました。

1年よりの神戸てしたが、ポート

アイランド第 3仮設のふれあいセン

ターには、祁屋いっばいに集iって

．くれました。会子みすずのうたを一

蝕にうたう苓、とても$-Lいひとと

き．を過ごしました。 '

l 

そして仮設に宿泊。寝る前に被哭

者の方々の生活の実情子を考えると

胸の訪まる忍い-CLたが、交流の峙 ：

「ありがとう」と言って、｛たろから ！ 

そっと抱きしめてくれたおばあでん ］ 

の戸。 「また未年会いましょう」と l 
括 Lてくれた方々の顔がよみがえり、 ！

何とか紙ることがてきました。 ！ 

7日は港島小学校てのコンサート。 ：
l 
i 

最高てしたわ。広い体育館てしたが、’!

子どもたちを前にして駅ずか Lそう ！ 
にうたうお母でん。子どもたちもよ 1

2日目はコンサー
．．
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金子みすずの世界を歌う、もりいさむ（シンが一yンり”ぅィ9-）ブロつィーIし
郷土の童謳詩人金子みすずの詩に感動L、曲をつけ、歌い続けて 10年以上になる。現在

金子みすずの詩「わた Lと小鳥とすずと」が小学校3年の教科書に登湯するなど、心の

あり方が問われる時代に確実に夢みながら歌い、榛々なイペント等の活動を饒け、大さな話

題と惑動を広げている。 連絡先「も 1)いさむの事蕩局」 Tel(Fax) (0836-83-8127) 

デークーで見る櫨災地の現状（現在）

仮設での孤独死(1• 7) 1 9 0人
（りチ40~60鐵代が全体の7割）

仮設住宅の妻攘護者 (97年12月・神戸市）

臼性老人129人・寝たき ')156人）

全子みすずの詩「わたしと小鳥とす

ずと」の中て「みんな達ってみんな I 
いい」と、歌っています。 9. I 
たった一つしかな＼‘命、違う＇から

素晴ら Lいの合わ。一人一人そのI
ままて。樟手をお互いに認めおい助

け合ってこそ、命を大切にする道て

す。 私たちは地位や名誉、お会や

物のために生きているのれ1ありま

セん。命の再生産。子どもたちと共

に生きているのれ1ない-rLょう
か？会がみすずでんの詩心を釣りに

するのれが9<、本当に心から「み

んなちがってみんないい」と瓜じら

れる世界を一緒につくりたいものて

すね 2 どんなにつらいことがあって・

も。 iた一緒にうたし、ま Lょう。:I 
もり ＼・で む` I 1 q q 8年1月

.2 

仮綬に残っておられる方の心境を歌う—..—-•9•-
愚痴めきあい

慰め合って伍の居の

忍んだ人は

行きて＊らず

畿

（
 

考えさせられた支援のあり方

自分たちのrO9瓢・今後の日本の閉輝・子どもたちの未来の問瓢として ） 
＾ `― ●ヽ----- ..

! l 
I 

‘ 

「港島」地域で、昨年末に行われた2つのイペントを通して、今なお物理的にも精神的

［にも禎災の傷が癒えない人たちへの支援のあり方を考えさせられました。

（その1) 事前に、 イベントのチラシを全戸配布する中で

「もりいさむコンサート」

ントの主催団体「予育てネットワー

‘ク」の 1団体である全教神戸市教職

，員紐合の私たちも、イベントが行わ

れる前日、そのお知らせのチラシを

ポートアイランドの仮設住宅に全戸

l 
配布しました：：学校の勤務が済んだ

．頃には、仮設住宅の中はすっかり暗
I、

i`くなっています。明かりのついてい
iない家、郵便受けにお知らせがた＜
I 

l 
、さん溜まっている家がかなり増えて

｝いました。仮設住宅から新設の災害

！復興公営住宅への転居が進んでいる
喩 t

れことがうかがえました。そのため以
l ; 
!、前にも増して、まわりは一層嗜く、

i寂しくなり、ぷっそうな環境になっ
!;ていま Lた。 • 

l ところどころ明か・りのついている
l家では、ちょうど夕飯の支度時問で

l 
；；す。私が郵便受けにチラシを入れる

... 
・ 「ポトン」というかすかな音でも、

tヽ戸を開けてくれました。
「小学校でのヨンサートです。是非

きて下さい。」と声をかけると、待

にいろん

てくれました。私たち子育てネット

ワークの者は、こんな言葉の交流に

のイペ 支えられて 5000枚のチラシを配り

終えることができたので ．9

当日の会湯準備も地域の方々と行

い、約 200名の地域の方々が「もり ，

いさむさん」と楽しいひとときを過 ，
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震災3周年特集

あれから 3年を経て
当峙の子と‘‘もf こちは、 今 「学校防災」（神戸からの提言）
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そ話時なけ満心 ‘くだるは生き的かどで間生だょた震 I
れしの子止喫配表なんこ‘にまにらも転保につう子災
l~ てこどめしな面つだと保なすで‘た勤育なたどどの 付t
〈ともらてく的てんも育つ゜も今ちが園つの一も時社
震れをたれい‘

！ 
災た胸ちまる

にき閲少園た 見ののなのてで年た 1-1会育

後のをがす
今はたわなに子 る状登．い保い‘生ち五 ：福園

、 。よのほ事リく訪ど こ況下の母ま今に l‘、‘ 任 I祉に Ii
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L もつのちのだ懸園水ら私時でた時ど 7 メ 1園も l!
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小思作‘乗身思て人人生ケ子ち我こリ涙と私まか・;:その人層人てら 学今

た思もろ゜出まき震人も L3 いせでさ

田っっ子 •リがういのも背アどが慢と L がをですらそ仲族れよ間深とい 3
事いのに→張しま災のこま時よて先ぼ

校は がを立行姉中 f
ててど越乗とる限子負はもましをまで思も、゜ズの間←はう関ま人る年 に楽
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ミまかたら越子もももてかちまいい°リ出震 ッ Iヽ →場番気は‘のです っく リとられ祖親女私をす限後 2 一 こか
ジすなちれえど知すもいらのだるて ． ‘す災 とつ友←身が相溝絆‘ぎ て私 ま抱ごた母はのの初゜リに人つ ろら
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た

五

十

回

生

が

ま

も

な

然

と

言

え

る

か

も

知

れ

ま

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
と
し
て、

＜

卒

業

を

迎

え

よ

う

と

し

せ

ん

。

一
東
南
ア
ジ

ア
に
向
か

っ
た

て
い
ま
す
。
鈴
蘭
台
西
高

．

で
す
が
、

学
校
周

辺
に

i

者
が

2
名

い
ま
す

L
、

日

校

で

の

分

校

仮

設

生

活

を

は

空

き
地
、
更
地
も
目
立

一
常
的
に
街
頭
募
金
な
ど

に

経
験
し
た
彼
ら
が
卒
業
す

一
ち
、
何
よ
リ
生
徒
た
ち
の
’

一
参
加
し
て

い
る
子
も
複
数

る

こ

と

で

、

兵

庫

高

校

の

た

ま

リ
湯
で
あ
っ

た

室

内

名

知

っ
て

い
ま
す
。

震

災

史

も

幕

を

下

ろ

そ

う

商

店

街

の

消

滅

は

、
厳
然

[

ボ

ラ

ン
テ
イ
ァ
]
と

い

と

し

て

い

ま

す

。

と

L
た
被
害
の
厳
し
さ
を
、
i

う
言
葉
は
、
官
製
の
押
し

た
し
か
に
も
う

3
校

舎

昔

か

ら

の
兵
庫
高
校
を
知

]
つ
け
以
前
に
、
卒
業
生
の

と

そ

の

周

辺

に

は

大

震

災

る

わ

れ

わ

れ

に

は
、

い
や

i

中
に
根
付

い
て
い
っ
て

い

が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る

ー
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

る
よ
う
で
、
頼
も
し
く
感

痕

跡

す

ら

見

つ

け

る

こ

と

一

「

体

験

を

風

化

さ
せ
る
i

じ
ら
れ
ま
す
。

―

は

で

き

ず

、

生

徒

た

ち

の

な

」

と

い

う

こ

と

が
よ
く

一

そ
し
て
そ
の
種
子
を
絶

意
識
か
ら
も
そ
れ
は
消
え

一
言
わ
れ
ま
す
が
、

決

L
て

一
や
さ
ず
守
リ
育
て
て
い

く

去
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

一
貴
重
な
教
訓
が
無
駄
に
な

ー
の
は
わ
れ
わ
れ
教
師
の
役

す
。
と
リ
わ
け
彼
ら
の
大

．

っ
た
と
は
考
え
て

い
ま
せ

目

、

と
気
持
ち
を
新
た

に

L
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

｛
半

が

被

害

の

少

な

か

っ

た

ん

。
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ポートアイランド第三仮設住宅で

行われた年越し餅つき大会では、「コ

ープ神戸」の人々や私fJち小学校の
教師がポランテイアとして参加しま

した。仮設住宅に住む人たちで参加

できるのは元気な方だそうです。実

際ベンチで、つきたての餅を食べて

いる住民は 15人位でした。後は、

餅をパックに入れて、取りに来た人

に渡すか、各戸へ配り歩くのだそう

て：す。そのペンチでの話題もこのほ

ど行われた公営住宅への募集に落選

した誌ばかりでした。ほとんどの人

は震災前に住んでいた所へ戻りたい

が．、市街地は競争率．が高く懃しいと

の事でした。私は餅つきで痛〈なっ

た肩をさすりながら、ただ話を聞く

だけでした。そんな話を聞く中で、

今も大変な被災者の思いや状況の、

ほんの一部でも伝わってきました。

集会所には、それまでに仮設住宅

へ支援をした様々な団体の活動の様

子が掲示してありました。私はふと

震災直後、全国から送られてきたあ

ふれるほどの「励ましの手紙」を思

い出しました。どの学校も、返事や

お礼を要求される「励ましの手紙」

の処理に苦慮した実体はそれほど知

らされていないのではないでしょう

単なる

か？あれほど続いた「励ましの手紙」I 
~:;;;;．ましょし：こ；、：う、 震災は忘 ：l 
3年が過ぎようとしている今も、 I 
仮設住宅に約 2万人以上の人々が住 ii l 
んでいるのです。支援は途切れるこ § 

1 

, i 

となく、継続してほしいのです。 ！i 
「自分たちは見捨てられたのでは l 
ない。ずっと温かく見守って〈れる l 
人がいる。」と感じられろ事こそ、 1 
生きる希望であり 、勇気なのて1す。 ；I 
震災直後の流行のような「励ましの i 
手紙」はなくなり主したが電その後 ！ 

しっかりとした被災者の物心を支え ， 

る支援活動は続いています。日本の 1 

各地から様々な団体個人が我が事と ！l
して息の長い支援をして下さってい ！ 

るのはうれしいことです。 （修学旅 ：

行などに位置づける学校t増えてい |
ます） i 
2つのイベントを通して、現在の ］！

被災者の実態を思う時、本当の支援 i
はこれから・・・•そしてその事は；誰 i 
かに言われてするものではなく ＇、被

災者だけの問題でもなく、 「自分た ｛
l 

ちの問題」そして、 「今後の日本の

問題」、「子どもたちの未来の問題」

である事をわかってほしいとつ＜づ

く思いました。 （港島小・村山＇勇）

「言葉」に終わらなぃ息の長い支援をこれふ~(I'. 6) 
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9
7年
1
1
月
1
2
日
慶
知
県
響
日
井
市
山
王
小
学
校
6
年
生

6
3名
が
、
修
学
簾
行
で
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
第
3
仮
設
に
来
訪
し
て
く
れ
｀
、
し
た
。
ふ
れ
あ
い

C
ン
タ
ー
で
璽
災
の
話
乞
聞
い
た
後
、

1
班

5
名
で
仮
設
に
戸
別
訪
闇
し
、

5
0
分
巳
ど
そ
れ
ぞ
れ
話
し
合
い
乞
し

9
し
た
。

そ
の
時
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
、
そ
の
撞
お
便
り
が
届
さ
言
し
た
。

修
学
旅
行
で
仮
設
訪
問
に
来
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
便
り

＊
 
大阪門真市立第六中学校の

子どもたち1tらのお便’)
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